
ア
マ
ダ

全自動板金曲げ加工システムＥＧ―６０１３ＡＲ
最優秀賞（経済産業大臣賞）

　
プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る

板
金
曲
げ
加
工
は
、
典
型
的

な
労
働
集
約
型
で
あ
り
、
そ

の
大
半
は
中
小
零
細
企
業
の

人
手
作
業
で
対
応
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
安
全
装
置
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は

プ
レ
ス
動
作
部
と
作
業
者
を

分
離
す
る
こ
と
で
、
安
全
を

確
保
す
る
方
式
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

作
業
者
の
身
体
は
安
全
が
確

保
さ
れ
る
も
の
の
、
加
工
速

度
な
ど
の
生
産
性
は
必
ず
し

も
高
く
な
い
。
厳
し
さ
を
増

す
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
背
景

に
、
こ
の
面
で
の
改
善
を
含

め
た
、
本
格
的
な
自
動
板
金

曲
げ
加
工
装
置
・
シ
ス
テ
ム

が
待
た
れ
て
い
た
。

　
ア
マ
ダ
の
「
全
自
動
板
金

曲
げ
加
工
シ
ス
テ
ム
　
Ｅ
Ｇ

―
６
０
１
３
Ａ
Ｒ
」
は
、
こ

う
し
た
産
業
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
全
面
的
に
取
り
入
れ
た
、

全
く
人
間
が
介
在
し
な
い
で

折
り
曲
げ
加
工
を
可
能
に
し

た
次
世
代
対
応
の
自
動
化
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
解
決
し
た
。

　
独
自
の
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
技

術
と
プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
本
体

と
の
同
期
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
人
間
の
指
先
を
駆
使
す

る
小
物
加
工
が
簡
単
に
自
動

生
産
で
き
る
よ
う
に
革
新
し

た
。
そ
の
際
、
加
工
対
象
物

ワ
ー
ク

仕
様
を
３
０
０

以
下
に
絞
り
込
み
、
ロ

ボ
ッ
ト
や
グ
リ
ッ
パ
ー
を
最

適
化
し
て
、
こ
れ
ま
で
自
動

化
が
困
難
で
あ
っ
た
小
物
製

品

最
小

×

の
自
動
化
を
実
現
し
た
。

　
加
圧
力
上
限
を
従
来
の
３

６
０

か
ら
６
０
０

ま
で
引
き
上
げ
、
同
時
に
独

自
に
開
発
し
た
角
度
セ
ン
サ

ー
を
下
部
テ
ー
ブ
ル
に
接
着

す
る
こ
と
な
ど
で
、
高
精
度

加
工
の
無
人
化
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
ゲ
ー
ジ

は
横
方
向
の
サ
イ
ド
ゲ
ー
ジ

を
含
む
７
軸
仕
様
に
高
度
化

し
、
複
雑
な
突
き
当
て
パ
タ

ー
ン
に
も
対
応
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
長
さ
を

最
適
化
す
る
こ
と
で
プ
レ
ス

ブ
レ
ー
キ
内
部
ま
で
ア
ー
ム

を
挿
入
し
、
ワ
ー
ク
つ
か
み

換
え
回
数
を
抑
制
。
こ
う
し

た
改
良
に
よ
っ
て
、
軽
量
ワ

ー
ク
で
も
人
間
作
業
と
同
等

レ
ベ
ル
ま
で
加
工
速
度
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
多
機
能
化
に

よ
っ
て
、
従
来
２
台
使
用
し

て
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
１
台
に

集
約
。
金
型
交
換
な
ど
専
用

装
置
で
行
っ
て
い
た
作
業
も

全
て
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
、
設
置

ス
ペ
ー
ス
を

平
方

程
度

に
大
幅
削
減
し
た
。
プ
レ
ス

加
圧
部
は
全
て
機
械
式
で
作

動
油
を
使
わ
な
い
構
造
と
し

た
。
さ
ら
に
２
種
類
の
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ

た
デ
ュ
ア
ル
サ
ー
ボ
プ
レ
ス

Ｄ
Ｓ
Ｐ

ド
ラ
イ
ブ
機
構

で
、
消
費
電
力
を
従
来
の
ハ

イ
エ
ン
ド
油
圧
機
に
比
べ
て

約

％
削
減
し
た
。

　
操
作
部
の
開
発
で
は
ユ
ー

ザ
ー
中
心
設
計

Ｕ
Ｃ
Ｄ

を
取
り
入
れ
、
直
感
的
で
簡

単
な
作
業
を
可
能
に
し
て
い

る
。
立
型
液
晶
大
画
面
を
採

用
し
、
複
数
機
能
を
一
つ
の

画
面
で
表
示
さ
せ
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
操
作
の
手
数
を
極
力

削
減
。
ま
た
、
作
業
者
の
身

長
に
配
慮
し
て
上
下
入
れ
替

え
ら
れ
る
機
能
を
装
備
す
る

こ
と
で
、
腕
を
上
げ
な
い
で

操
作
が
で
き
、
負
荷
を
軽
減

し
た
。
さ
ら
に
共
通
使
用
・

参
照
す
る
機
能
や
情
報
は
、

工
程
進
捗
を
バ
ー
表
示
す
る

し
ん
ち
ょ
く
　

こ
と
で
、
い
つ
で
も
進
捗
具

合
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
本
体
は
作
業
の
妨
げ
に
な

る
無
駄
な
凹
凸
を
排
除
。
次

に
シ
ス
テ
ム
化
で
不
要
に
な

る
部
分
を
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
外

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働
範
囲

を
妨
げ
な
い
構
造
に
す
る
こ

と
で
作
業
性
を
向
上
し
た
。

　
三
点
目
が
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
本
機
は
必
要
な
部
分

の
み
安
全
柵
を
設
置
。
ロ
ボ

ッ
ト
動
作
の
干
渉
や
装
置
類

が
障
害
に
な
る
な
ど
の
課
題

を
ク
リ
ア
し
、
安
全
を
確
保

し
つ
つ
省
ス
ペ
ー
ス
化
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

　
四
点
目
は
新
開
発
の
グ
リ

ッ
パ
ー
。
小
物
加
工
実
現
の

た
め
に
は
、
性
能
と
機
能
を

満
足
し
た
小
型
の
グ
リ
ッ
パ

ー
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
３
次
元

３
Ｄ

Ｃ
Ａ

Ｄ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
配

管
穴
な
ど
の
機
能
要
素
を
可

能
な
限
り
高
集
積
化
し
た
。

最
後
が
操
作
画
面
。
実
作
業

の
観
察
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
調

査
を
行
い
、
「
ど
う
し
た
ら

使
い
や
す
い
か
」
を
主
眼
に

お
い
て
操
作
画
面
を
開
発
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多

機
能
携
帯
電
話

の
よ
う
な

操
作
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

三
井
精
機
工
業

立形複合ねじ研削盤ＶＧＥＡ
最優秀賞（経済産業大臣賞）

　
近
年
、
油
圧
式
か
ら
電
動

化
へ
の
流
れ
に
伴
っ
て
、
電

動
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
や

ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
ー
向
け
の
ネ
ジ

市
場
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ

れ
に
呼
応
し
て
ボ
ー
ル
ネ
ジ

な
ど
各
種
ネ
ジ
加
工
の
高
精

度
化
、
高
能
率
化
が
高
ま
る

な
ど
、
次
世
代
加
工
ニ
ー
ズ

が
強
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
三
井
精
機

工
業
は
高
精
度
化
、
高
速

性
、
多
機
能
性
な
ど
を
刷
新

し
、
次
世
代
型
研
削
盤
の
実

現
を
目
指
し
て
「
立
形
複
合

ね
じ
研
削
盤
　
Ｖ
Ｇ
Ｅ

Ａ
」
を
開
発
し
た
。

　
具
体
的
に
は
こ
れ
ま
で
ネ

ジ
研
削
盤
は
横
型
の
み
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
業
界
で
初

め
て
立
型
の
開
発
に
成
功
し

た
。
従
来
、
立
型
に
す
る
と

熱
の
影
響
が
免
れ
ず
、
そ
の

結
果
、
横
型
に
甘
ん
じ
て
い

た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て

試
作
時
の
熱
源
の
温
度
、
お

よ
び
そ
の
変
位
な
ど
を
徹
底

的
に
測
定
し
、
こ
れ
を
分

析
。
分
析
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス

に
、
独
自
の
熱
解
析
に
よ
る

変
位
計
算
式
を
確
立
、
解
決

に
導
い
た
。
そ
し
て
、
立
型

で
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
熱
影

響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
設

置
面
積
を
従
来
の
３
分
の
１

に
省
ス
ペ
ー
ス
化
し
、
効
率

を
格
段
に
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
砥
石
ガ
ー
ド
を
独
自
の
自

と
い
し

動
開
閉
式
に
す
る
と
と
も

に
、
開
い
た
砥
石
ガ
ー
ド
か

ら
砥
石
を
自
動
交
換
装
置
の

ア
ー
ム
で
つ
か
め
る
よ
う
に

フ
ラ
ン
ジ
形
状
を
刷
新
。
こ

う
し
て
砥
石
交
換
の
自
動
化

や
、
交
換
時
の
取
り
付
け
精

度
に
関
す
る
問
題
な
ど
を
解

決
し
た
。

　
従
来
の
研
削
手
法
で
研
削

速
度
を
高
め
る
と
、
研
削
焼

け
な
ど
の
不
具
合
が
生
じ

た
。
そ
こ
で
研
削
冷
却
剤
を

油
性
か
ら
水
溶
性
ク
ー
ラ
ン

ト
に
す
る
こ
と
で
、
冷
却
力

を
従
来
に
比
べ
て

％
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
オ
イ
ル

レ
ス
化
で
、
作
業
環
境
の
改

善
も
同
時
に
高
度
化
し
た
。

従
来
機
に
比
べ
て
、
砥
石
周

速
で
１
・
５
倍
、
研
削
送
り

速
度
で
２
倍
、
早
送
り
速
度

で
６
倍
を
実
現
。
こ
の
結

果
、
工
作
物
に
よ
っ
て
は
加

工
時
間
の
半
減
が
見
込
め
、

研
削
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
た
。

　
従
来
、
円
筒
研
削
加
工
は

円
筒
研
削
盤
、
ネ
ジ
や
ウ
オ

ー
ム
加
工
は
ネ
ジ
研
削
盤
、

ス
プ
ラ
イ
ン
は
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
テ
ー
ブ
ル
装
着
の
平
面
研

削
盤
、
歯
車
は
歯
車
研
削
盤

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
機

械
を
必
要
と
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
「
立
形
複
合

ね
じ
研
削
盤
　
Ｖ
Ｇ
Ｅ

Ａ
」
は
、
一
連
の
加
工
を
１

台
で
で
き
る
業
界
初
の
工
程

集
約
型
マ
シ
ン
だ
。
独
自
に

開
発
し
た
砥
石
軸
旋
回
機

構
、
お
よ
び
自
動
砥
石
交
換

装
置
の
構
築
に
よ
っ
て
、
複

合
加
工
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
設
計
と
デ
ザ
イ
ン
の
両
ス

タ
ッ
フ
が
検
討
を
重
ね
、
立

型
の
弱
点
と
な
る
加
工
点
の

視
認
性
の
弱
さ
に
対
応
。
切

り
込
み
軸
を
機
械
正
面
に
対

し
て

度
傾
斜
さ
せ
る
こ
と

で
、
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

【
開
発
者
の
声
】

　
デ
ザ
イ
ン
は
高
精
度
で
高

品
質
な
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
　
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
を
表
現
す
る
と
同
時

に
、
Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
、
Ｓ
ｌ

ｉ
ｍ
、
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
の
三
つ

の
Ｓ
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

に
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
コ

ン
セ
プ
ト
は
次
の
よ

う
に
な
る
。

　
Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ

で
は

度
傾
斜
の

独
創
的
マ
シ
ン
レ
イ

ア
ウ
ト
を
生
か
す
カ

バ
ー

直
方
体
の
コ

ー
ナ
ー
部
を
削
り
取

り
、
高
さ
を
意
識
さ

せ
な
い
斬
新
レ
イ
ア

ウ
ト

イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
エ
リ
ア
を
ダ

ー
ク
ブ
ル
ー
メ
タ
リ

ッ
ク
と
コ
ー
ナ
ー
Ｒ

に
よ
っ
て
ソ
フ
ト
に

強
調

突
起
物
を
排

除
し
安
全
性
を
強
調

し
た
フ
ラ
ッ
ト
カ
バ
ー
と
最

小
限
の
Ｒ
処
理
―
と
な
る
。

　
Ｓ
ｌ
ｉ
ｍ
で
は

砥
石

軸
・
加
工
対
象
物

ワ
ー

ク

・
省
ス
ペ
ー
ス
を
強
調

し
た
レ
イ
ア
ウ
ト

周
辺
部

を
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
メ
タ
リ
ッ

ク
色
と
し
た
こ
と
で
本
体
と

周
辺
部
を
視
覚
的
に
分
離
し

つ
つ
作
業
・
操
作
要
素
を
強

調

シ
リ
ー
ズ
共
通
の
デ
ザ

イ
ン
で
統
一
性
を
出
し
た
。

　
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
で
は

安

心
感
、
開
放
感
の
あ
る
間
口

の
広
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

部

直
感
的
に
理
解
し
や
す

い
操
作
盤

メ
タ
リ
ッ
ク
塗

装
の
採
用
に
よ
っ
て
高
品
質

を
表
現
―
と
し
た
。

第４３回　機械工業デザイン賞
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